
麺
山
上
皇
に
め
ら
で
し
て
後
上
多
天
皇
菰
り
巴
亡
、
最
後
に
時
宗
の
信
卿
は

灘
よ
り
通
る
も
の
訴
に
共
蓋
に
ご
諜
郵
書
熱
る
頼
動
衡
疋
よ
サ
感
得

、
し
六
る
錨
も
潔
か
ろ
べ
・
し
ε
鰭
鞘
べ
而
ソ
。
〔
串
・
村
）

　
　
　
三
遷
か
郎
か
齢
幽
拠
幽
熱
渉
い
蜘
幽
も
小
感
博
士
市
村
墳
次
鄭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
束
繊
學
報
　
第
入
年
第
一
號
所
載
）

癒
以
前
の
跳
の
地
方
拭
幡
一
隅
檬
の
幕
喋
未
だ
存
ぜ
す
、
今
の
素
建
省
に
秦

の
此
中
難
、
漢
の
引
越
地
方
な
り
ご
謂
に
れ
、
古
代
ぶ
り
闘
な
る
名
欝
を
以

て
示
さ
れ
れ
る
地
方
な
る
が
、
周
禮
職
小
刀
鳶
に
八
四
七
楓
　
の
藷
あ
り
て
蝿
の

地
方
の
口
開
艮
族
を
毒
言
煙
り
、
蓋
・
し
隅
拭
元
來
、
種
族
名
工
な
る
べ
く
、

罵
・
こ
轡
ご
は
語
原
の
阿
一
に
・
し
て
、
等
・
し
く
野
馬
撮
族
を
意
・
味
配
る
ご
思
に

る
れ
ば
、
閥
ミ
は
此
の
種
醸
の
欝
呼
叡
噂
固
き
て
北
バ
リ
佐
妊
る
地
力
を
も
繕

す
語
ミ
な
隔
り
し
な
る
べ
こ
、
山
海
纏
ド
轡
も
闘
乱
に
海
ψ
に
留
り
て
顯
ミ
陸
…
界
の

地
力
な
ろ
こ
ご
を
告
達
う
が
、
歯
茎
舞
踊
書
志
．
略
記
束
越
妄
想
、
由
海
緯

郭
僕
腔
、
皮
嚢
索
隠
、
元
和
郡
縣
志
等
に
糠
り
て
束
甑
が
今
日
の
漸
証
省
温

州
虜
な
る
永
嘉
江
流
域
の
地
方
な
ろ
を
知
り
、
此
よ
嚇
推
測
し
て
購
が
今
の

三
江
の
流
域
郎
ち
瀟
州
府
よ
り
建
購
府
”
面
に
亙
ろ
國
7
4
り
・
し
を
知
る
、
而

へ
此
の
癌
方
に
久
し
く
化
外
の
地
ご
・
し
て
知
ら
れ
ざ
野
・
し
が
，
秦
に
閾
中
溺

を
置
き
て
以
來
、
漢
の
武
帝
此
を
輝
期
す
る
駈
あ
り
し
与
，
勧
化
外
の
観
め

刃
き
、
三
國
．
↑
及
ひ
柴
の
孫
策
，
疵
が
純
螢
を
参
し
、
簸
縣
を
践
き
、
東
、

宙
一
爾
部
都
尉
夕
殼
け
て
既
を
統
治
ぜ
し
め
、
災
の
永
安
三
年
（
二
六
〇
年
）

第
三
磐
　
　
紹
　
介
　
　
雑
誌

以
後
は
後
漢
以
來
の
諸
縣
の
外
に
驚
樂
以
下
の
四
縣
を
竃
き
も
此
の
三
聖
拭
、

漸
次
開
狡
の
氣
蓮
に
會
・
し
、
晋
の
太
庚
三
年
（
二
八
二
年
）
に
は
輿
に
懸
を
設
囁

く
、
窟
代
に
入
ぢ
て
輻
一
瞬
隠
建
州
互
縣
泉
州
四
域
癖
地
三
縣
汀
州
三
縣
の

五
州
ニ
や
四
縣
ミ
な
り
、
暗
代
を
逐
ひ
て
揚
嶽
ゼ
ら
れ
・
し
を
知
る
に
足
る
、

慶
亜
に
比
ぐ
て
開
漿
の
遅
れ
た
ろ
騙
建
の
、
共
の
罰
岸
な
ろ
三
三
が
、
艦
束
・

の
郵
貯
κ
ろ
獲
州
島
に
比
こ
て
嗣
獲
の
遅
れ
れ
る
は
自
然
の
麟
果
に
し
て
、

抱
朴
子
金
丹
篇
に
見
ゆ
う
衷
翁
洲
、
三
島
、
野
洲
の
中
、
豊
爽
二
一
は
三
國

志
塾
志
孫
劇
烈
に
て
は
徐
二
二
痙
稔
、
・
、
こ
・
～
認
さ
れ
、
既
が
欝
、
卜
一
走
此
．

の
二
洲
を
以
て
口
取
に
擬
す
る
翫
多
き
が
，
蕗
α
訣
に
・
し
て
、
斑
洲
に
恐
ら

く
ば
今
の
覆
洲
島
な
ろ
ぺ
け
れ
ば
，
蕊
楚
六
帖
の
王
臣
は
此
の
誤
れ
る
訊
を

な
ぜ
る
甚
・
し
き
も
の
¢
云
ふ
べ
ε
、
而
こ
て
礁
…
洲
の
嚢
．
灘
怠
ら
む
ミ
は
」
太
挙
も

御
覧
七
へ
○
奮
臨
海
永
土
憲
の
記
箏
に
よ
ー
ー
カ
角
、
距
離
，
魚
影
，
卜
形
、

野
獣
、
物
産
、
風
俗
の
癩
何
に
も
墜
欝
生
塗
人
に
合
す
る
に
擦
り
て
推
想
し

猫
、
吏
晋
、
顧
…
北
朝
時
代
に
化
外
の
地
こ
な
り
し
に
戯
治
的
幽
係
の
生
ゼ
ざ
・

の
・
し
欝
な
ろ
べ
・
し
、
躍
ド
戴
桝
ワ
で
、
復
蠕
羅
螢
煙
ら
れ
↑
、
　
流
求
の
名
に
、
よ
り
て
・
湘

防
れ
、
後
漢
末
よ
り
三
國
に
か
け
て
繭
建
の
潔
獲
せ
ら
う
る
に
偉
ひ
漸
く
知
’

ら
る
・
に
藻
り
・
し
な
ら
む
云
云
e
ハ
那
波
〕

　
　
　
　
　
も
　
て
　
ぬ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
　
ぬ
　
へ

　
　
　
　
鶴
今
薦
薮
掘
の
劉
舟
講
費
熱
告
　
　
　
　
　
纒
村
　
翼
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
瀧
離
協
會
雑
纂
第
十
二
雛
所
載
㌧

　
昨
年
山
隔
月
み
く
阪
府
…
束
藤
縄
飴
江
…
明
工
人
字
今
葡
畑
の
7
触
江
川
川
底
よ
り
捜
研
知
ゼ
る
．

電

鄭

號

一
五
三
　
（
；
三
九
）



　
　
　
　
第
三
巻
　
　
紹
　
介
　
　
雑
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

劇
舟
に
就
て
、
捌
者
の
研
究
概
報
な
り
。
緒
言
に
捨
て
先
づ
此
の
遺
物
の
男

望
上
に
於
け
る
主
菜
の
大
な
る
を
云
ひ
、
調
査
の
経
過
を
説
き
、
次
に
二
個

の
郡
分
よ
り
残
る
離
髄
の
構
造
、
形
勢
、
大
小
を
記
載
す
る
ミ
共
に
船
劒
の

樟
な
ろ
こ
ご
、
艶
紐
に
佐
る
に
樟
は
古
代
に
あ
り
て
は
燕
の
種
の
材
料
ミ
し

て
鰐
ゐ
ぬ
る
こ
ミ
多
き
が
、
そ
に
木
質
が
劉
舟
を
作
う
に
適
ぜ
う
に
て
、
現

今
解
説
の
大
な
る
少
な
き
ち
畿
内
に
て
は
古
く
此
の
樹
の
多
か
り
し
を
地
名

よ
り
設
明
ぜ
ん
ご
こ
，
舷
郷
に
現
れ
六
ろ
色
品
に
就
て
博
μ
小
前
州
　
博
士
及
び
清

水
大
険
高
等
工
業
黒
絞
敏
授
の
燐
融
載
の
附
着
堪
る
な
り
ミ
の
訊
に
大
宝
賓

成
ぜ
る
も
、
色
影
が
特
に
中
蔀
に
の
み
明
白
蕉
る
黙
に
就
て
多
少
の
疑
を
存

ぜ
り
り
鑓
牧
草
以
下
に
於
て
薯
者
は
造
船
饗
蓮
東
上
よ
り
劇
舟
の
形
式
即
戦

を
匪
別
し
て
、
編
曲
劇
舟
覆
紡
縫
合
三
舟
。
岡
宮
着
劇
舟
“
よ
書
し
、
全
澱
の

舟
は
舞
三
者
の
内
の
樒
物
金
贋
混
用
釘
着
り
式
な
る
を
無
音
、
櫨
部
に
翫
を

置
き
て
水
の
優
入
を
防
ぎ
、
中
部
F
て
横
張
方
を
作
る
鰯
に
ク
ロ
ソ
ス
、
ビ

ー
ム
を
蝟
ゐ
、
舷
鰯
に
「
更
に
鞭
を
煎
へ
躍
る
こ
ビ
、
後
書
ド
は
擢
叉
は
打
擢

を
さ
し
込
み
覧
ろ
勲
等
あ
ろ
等
を
幽
趣
し
、
本
心
舟
の
澱
元
を
試
み
必
ぬ
釘

若
に
使
用
こ
れ
ろ
釘
類
に
木
釘
書
鐵
製
の
李
釘
、
カ
ス
ガ
ヒ
、
縫
釘
、
打
釘

の
濯
種
あ
る
を
蓮
べ
た
纏
昌
．
而
こ
て
測
に
前
後
二
大
敷
の
援
合
面
の
装
概
よ

り
、
此
の
舟
が
河
川
叉
は
湖
沼
用
な
り
ミ
の
熊
倉
高
等
工
業
数
授
を
読
を
探

れ
り
、
池
理
巨
魚
察
の
項
に
て
に
埋
役
の
駿
態
ご
附
記
の
土
壌
を
嵩
む
て
、

機
掘
の
際
舟
艘
の
下
方
に
存
し
診
る
草
木
の
葉
に
ミ
ヅ
ア
フ
七
に
近
き
あ
の

第
ご
號

一
五
四
　
（
三
…
二
〇
）

あ
る
こ
ε
は
地
勢
・
・
」
併
ぜ
考
へ
埋
浸
円
田
時
”
比
の
蓬
は
談
水
淵
咽
な
の
ワ
・
し
か
ミ
翻
泓
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
じ
サ

す
u
か
く
て
鮭
等
の
結
巣
ご
、
船
膿
の
下
峰
よ
り
彌
生
式
土
器
の
破
片
を
畿

．
ぜ
ろ
事
等
よ
り
綜
合
し
て
，
劉
舟
の
製
作
年
代
を
奈
夏
朝
前
期
、
或
は
大
和

朝
廷
り
末
期
な
り
、
形
朕
嫉
蜜
力
系
統
の
ジ
ヤ
マ
ン
型
、
藏
線
型
に
し
て
、

口
本
造
船
掌
上
よ
り
見
れ
ば
倭
人
型
一
一
－
近
く
、
簿
聖
上
の
天
石
桶
船
を
想
像
・

苞
£
む
ろ
も
の
な
り
ご
結
論
殴
り
。
此
の
劇
舟
に
就
い
て
は
先
に
考
古
學
雑

誌
土
（
八
ノ
｝
。
二
）
に
火
滋
弘
雄
馬
の
報
告
あ
り
↓
蛋
掘
の
鞭
末
の
如
き
に
こ

れ
よ
り
精
興
な
る
も
、
早
舟
其
の
煙
り
構
造
の
調
査
F
至
り
て
は
、
此
の
報

告
を
倹
っ
て
｝
贋
朋
に
ゼ
ら
れ
ぬ
る
也
。
た
》
其
の
紡
論
の
項
の
如
き
、
地

理
的
考
察
の
項
に
於
け
ろ
草
木
の
葉
の
研
究
よ
り
淡
水
湖
ミ
糊
ゼ
る
如
き
に

張
π
俄
に
．
竃
．
説
こ
看
識
す
べ
か
ら
ざ
る
に
似
糞
り
e
〔
梅
源
一

　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
サ
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
　
　
働
東
京
濾
の
津
漉
ド
就
き
て
　
　
　
　
　
　
大
森
　
房
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
　
　
σ
東
洋
學
藝
雑
誌
所
載
）

　
津
涙
に
、
（
一
）
暴
風
、
（
二
）
海
底
地
震
，
（
三
）
海
申
燐
火
、
戸
賜
）
償
火
叉

は
地
震
の
際
一
連
、
に
多
量
の
土
石
か
海
中
に
入
る
瘍
A
”
等
に
写
る
．
中
に
も

（
一
×
二
）
の
原
瞬
に
よ
る
津
蟹
は
電
器
に
最
多
し
・
而
し
て
海
中
地
震
F
因

る
獣
漉
ぽ
、
海
水
か
共
固
有
週
期
を
以
て
振
動
し
、
鍛
サ
乃
総
数
＋
分
毎
に

急
激
に
瀕
落
し
、
長
時
間
を
畿
て
鎭
酵
空
い
暴
糠
雨
ド
基
づ
く
も
の
に
、
魚
r

騰
望
事
の
爲
ギ
均
潮
位
嘱
高
ま
り
、
且
猛
風
の
露
海
水
膨
越
し
、
叉
激
濃
匹

よ
り
小
波
動
多
く
、
煎
者
ご
は
海
水
振
動
の
形
式
悲
し
く
異
な
れ
づ
。


